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　三者連携の経過を記述するにあたり，1 年間を次のように 3 期に分けることとした。1）保護者か
らの相談を受けて学校が学童に連絡をとり，連携が開始された 4 ～ 6 月を連携開始期，2）共有さ
れた情報や方針の下，三者がCへのかかわりを進展させた 7 ～ 12 月を連携展開期，3）Cの攻撃
行動が落ち着き，小学部卒業に向けて移行の準備を支えた 1 ～ 3 月を卒業準備期とする。以下，
各期について連携経過の概要を述べる。
　1）連携開始期

























































　連絡帳における記述の月毎の件数は，4 ～ 3 月（8 月を除く）について各々32，39，47，20，38，
38，46，24，24，37，24 件で，記述総件数は 369 件であった。そのうち，事務連絡が各々13，6，
8，6，10，8，8，10，5，13，12 件（計 99 件）あった。
　事務連絡を除く6 項目について，月毎の件数を図１に示した。ポジティブな内容は，家庭に関す
る記述が，各々8，12，7，3，13，18，24，5，8，14，9 件（計 121 件），学童に関する記述が，各々
2，1，1，0，3，1，2，0，0，1，0 件（計 11 件），その他に関する記述が，各々1，5，6，4，2，3，7，
3，7，2，2 件（計 42 件）で，ネガティブな内容は，家庭に関する記述が，各々4，3，10，4，6，4，3，
2，3，5，0 件（計 44 件），学童に関する記述が，各々4，6，10，1，4，2，1，4，1，0，0 件（計 33
件），その他に関する記述が，各々0，6，5，2，0，2，1，0，0，2，1 件（計 19 件）であった。
　ポジティブな内容について，家庭に関する記述は，一番件数の少なかった 7 月は 3 件で，件数
の多かった月は順に 11 月が 24 件，10 月が 18 件，2 月が 14 件，9 月13 件，5 月12 件と，10 件
以上記述のあった月が 5 か月あった。各月の件数を平均すると約 11 件であった。学童に関する
記述は，9 月が 3 件だった以外は，各月0 ～ 2 件で推移しており，12 ～ 3 月は 4 か月間で 1 件の
みであった。その他に関する記述は，各月1 ～ 7 件であった。5 月が 5 件，6 月が 6 件，11 月と
1 月が 7 件と，他の月に比較してやや多くなっていた。内容としては，学童に関する記述，家庭に
関する記述，その他に関する記述で共通して，熱心に取り組んだ活動や周囲とのかかわりやコミュ
ニケーションの様子などが記述されていた。また，攻撃行動がなく落ち着いて過ごせたという内容
の記述が，学童に関する記述では 6，9 月に，その他に関する記述では 6，7，9 月にあった。
　ネガティブな内容について，家庭に関する記述は，3 月が 0 件だった以外は，各月とも2 件以上
の記述があり，6 月に 10 件，9 月に 6 件，2 月に 5 件と多くなっている。攻撃行動や不安定な様
子のほか，身の回りのことに関するこだわり，運動や「いたずら」などに関する記述であった。学童
に関する記述は，4 月に 4 件，5 月に 6 件，6 月に 10 件と増加傾向を示し，攻撃行動の生起や泣
きなどの不安定な様子が伝えられた。その後，9，12 月に 4 件だったほかは，0 ～ 2 件で年度末
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まで推移し，2，3 月は 0 件であった。その他に関する記述では，5 月に 6 件，6 月に 5 件の記述









（29.7%），連携展開期は 63 件（50.8%），卒業準備期は 31 件（56.4%）で，連携開始期から3
割程度の記述がみられたが，連携展開期，卒業準備期と，その割合は増加傾向を示し，連携展
開期以降は 5 割以上を占めた。学童に関する記述は，連携開始期は 4 件（4.4%），連携展開期
は 6 件（4.9%）と，全体の記述に占める割合は低く，卒業準備期にはさらに減って1 件（1.8%）のみ
となった。その他に関する記述は，連携開始期は 12 件（13.2%），連携展開期は 19 件（15.3%），
卒業準備期は 11 件（20.0%）で，各期とも10 件以上の記述があり，全体の記述に占める割合は
漸増傾向にあった。3 期を通じて，家庭に関する記述の件数が最も多かった。
　ネガティブな内容については，家庭に関する記述，学童に関する記述，その他に関する記述を
合わせると，連携開始期は 48 件（52.7%）で，連携展開期には 36 件（29.0%），卒業準備期には
12 件（21.8%）と減少していったが，卒業準備期にも一定件数の記述があった。
　その内訳の変化をみてみると，次の通りであった。家庭に関する記述が，連携開始期は 17 件
（18.6%），連携展開期は 19 件（15.3%），卒業準備期は 8 件（14.5%）であった。期毎の割合は
やや減少傾向を示したものの，3 期を通じて 15 ～ 20％程度の記述がみられた。学童に関する記
述は，連携開始期は 20 件（22.2%）と，ネガティブな内容の中で最も件数が多かったが，連携展
開期には半減して 12 件（9.7%）となり，卒業準備期にはさらに減少して 1 件（1.8%）のみとなった。
卒業準備期には，家庭に関する記述，学童に関する記述，その他に関する記述の中で，学童に
関する記述が最も少なかった。その他に関する記述は，連携開始期は 11 件（12.1%）であったが，





ついても併せて記述されていた。その後，7 月以降は 0 ～ 2 件となっている。10 月の 1 件につい









（4 ～ 6 月） （7 ～ 12 月） （1 ～ 3 月）
ポジティブな内容 43 件 （47.3％） 88 件 （71.0％） 43 件 （78.2％）
　家庭に関する記述 27 件 （29.7％） 63 件 （50.8％） 31 件 （56.4％）
　学童に関する記述 4 件 （ 4.4％） 6 件 （ 4.9％） 1 件 （ 1.8％）
　その他に関する記述 12 件 （13.2％） 19 件 （15.3％） 11 件 （20.0％）
ネガティブな内容 48 件 （52.7％） 36 件 （29.0％） 12 件 （21.8％）
　家庭に関する記述 17 件 （18.6％） 19 件 （15.3％） 8 件 （14.5％）
　学童に関する記述 20 件 （22.0％） 12 件 （ 9.7％） 1 件 （ 1.8％）
　その他に関する記述 11 件 （12.1％） 5 件 （ 4.0％） 3 件 （ 5.5％）








































































　月毎にみると，学童に関する記述では，9 月に 3 件のポジティブな内容の記述があり，他は 0 ～
2 件で推移していた。9 月は連携が展開して攻撃行動の生起が減った時期である。学童から保
護者に対して望ましい様子が積極的に知らされていたか，保護者と学童の連携が進み，保護者
から学校に対して経過を報告しようとしていたことが考えられた。なお，9 月以外は 0 ～ 2 件で推
移していたことから，学童での様子は日常的かつ詳細には保護者との間で情報共有がなされてい
ないか，なされていても保護者が学校に対して伝える必要を感じていなかったのかもしれない。












伺われる。また，2 月にはこだわりに関する記述が多くなっていた。3 月には 0 件で，卒業に向け
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て学校における1 年間の取り組みがまとめの時期となり，保護者にとって 6 年生の担任は相談の
相手ではなくなっていったことが示された。








9 月と12 月には一時的に件数が増加している。9 月には学童での対応が試行錯誤の時期であっ
たこと，12 月には冬休みを目前として，保護者の不安やCの不安定さが一時的に高まったことが影
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